
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 基幹施設水理担当 

環境にやさしいライジングセクターゲート 

 都市化された地域における静粛性や景観性，高い放流特性と排砂特性，水位調節や放流操作

の柔軟性，設備のコンパクト化によるコスト縮減，などが期待できる土砂吐用ライジングセク

ターゲートを開発しました。 

ゲート上流水位の確保 

 平成15年以降の50年間に耐用年数に達し，

改修，更新が見込まれている頭首工は約

1100件と推定されています。 

 土砂吐ゲートは，頭首工による利水管理の面

から見て非常に重要な構造物です。 

 引き上げ式ゲートは，騒音や景観などの環境

面で問題視されることが少なくありません。 

研究のポイント 

 扉体はシェル構造で，長径間（40m程度）にも適

用できます。 

 ローラーゲートのような引き上げ式の開閉装置

が不要となるため，門柱を低くできます。 

 オーバーフローによる流量調節が可能で，落下

流が生じないことから，落水音を小さくできます。 

 自由ナップが生じず，スポイラが不要となること

から，堰頂部にゴミが留まりません。 

 油圧モータによるピンラック・ピニオン方式で開

閉するため，開閉装置室をコンパクトにできます。 

 オーバーフロー時，アンダーフロー時ともに，ローラー

ゲートより流量係数が大きく，放流能力に優れています。 

 ゲート下部を部分開放することによって，ゲート近傍に

堆積している土砂を効果的にフラッシュできます。 

 ローラゲートからの越流時に発生しやすい低周波騒音

が小さく，ピーク音圧レベルが約20dB低下します。 

研究の背景 

ゲートの特徴 

模型実験による検証結果 

ゲート下部からの放流 

ゲートの構造 

１．ゲート上流の水位を確保

２．流量の増加により
ゲートを越流して流下

３．さらにゲートを上げて
洪水を流下させる

ゲート上部からの放流 


